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《生徒の感想》

。診I儀 をやって、災害が起きた時|こ 自分約できることがわかつた。

・災害が起きた儡、自分仰身を守りながら回り赫人も職|すであ|ずたしヽ。

・警殿から地域勢どこに何があるのかを分かって謝け|ボ、いざというときに役に立つと思わ。

摯災害翁怖さを改めて大国った。自分幹地域を機 て聯|するよう|こ なりた群。

・高齢者の人が生活してしヽる場所や、地域の申にある道具仰場所を矢霧れた。地域で助け合うこ

とが重要。

・母子家庭や一人暮らし高齢者の世帯が近所|こ もあるとしヽうことを教えてもらえた。

・自分勢住んでしヽる地域には、火事が起きたときに使える水が少なかった。道が狭いので、一

度に大勢癬人が避難することも難し聯と感じた。地域仰ことをよく無題っておくことが大切だと

思つた。

・自分の住む回り働地域|こ も、たくさん危険な場所があつた。助け合しヽ分地域似して行きた聯。

まと機

。今回、DIGを行い、災書が起きた目寺に自分自身総住んで毎ゝる地域に何が役立つも勢としてあ

る勢か、どういつた方が近隣に住んでいて助けを必要として聯機人が住んでしヽるのか、危険な

{固所や安全な場所を知ることができたと思う勢で、平時から働準備や災書が起きた時に自分

自身でできることを考えていきましょう。(先生よ号)
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